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日
本
の
世
界
遺
産
め
ぐ
り  

そ
の
十
九 

明
治
の
産
革
遺
産
④ 

（
文
化
遺
産
） 

   
（
文
化
遺
産
） 

  
 

 

 
葵
友
の
会 広

報
コ
ー
ナ
ー 

雑
記
帳 

 

北
島
康
介
引
退
を
表
明 

Ｋ
・
ド
ラ
ゴ
ン 

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
、
皆

様
か
ら
の
原
稿
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
係
員
・
飯
島

ま
で 

✽
北
島
選
手
の
歩
み
✽ 

２
０
０
０
年
・
シ
ド
ニ
ー
五
輪 

高
３
で
出
場 

０
１
年
・
世
界
選
手
権 

２
０
０
ｍ
・
３
位 

初
メ
ダ
ル 

０
２
年
・
釜
山
ア
ジ
ア
大
会 

２
０
０
ｍ
２
分
９
秒
９
７ 

自
身
初
の
世
界
新 

０
３
年
・
世
界
選
手
権 

１
０
０
ｍ
・
５
９
秒
７
８ 

２
０
０
ｍ
・
２
分
９
秒
４
２ 

ダ
ブ
ル
世
界
新
で
２
冠 

０
４
年
・
ア
テ
ネ
五
輪 

１
０
０
ｍ
・
２
０
０
ｍ
２
冠 

「
チ
ョ
ー
気
持
ち
い
い
」
が 

流
行
語
大
賞 

０
８
年
・
北
京
五
輪 

１
０
０
ｍ
・
５
９
秒
９
１ 

世
界
新 

た
技
師
田
代
孫
三
郎
・
杉
谷

雍
助
以
下
十
一
名
を
招
き
技

術
協
力
を
得
た
。 

一
八
五
七
年
か
ら
一
八
六

四
年
ま
で
、
反
射
炉
本
体
で

の
鋳
造
が
行
わ
れ
る
。 

一
八
六
八
年
、
幕
府
直
営

か
ら
江
川
家
私
営
と
な
る
。

（
以
降
、
鋳
造
さ
れ
た
か
ど
う

か
は
不
明
）
、
明
治
維
新
後
、

陸
軍
省
の
所
管
と
な
り
、
錐

台
等
の
附
属
機
械
は
造
兵
司

令
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
、
現
在
残
っ
て
る
の
は
、

反
射
炉
本
体
の
み
で
あ
る
、

そ
の
後
、
反
射
炉
は
荒
れ
る

ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
い
た
が

英
龍
没
後
五
十
年
を
機
に

「
日
本
に
お
け
る
砲
兵
工
廠
の

鼻
祖
」
と
し
て
保
存
の
気
運

が
高
ま
り
、
一
九
〇
八
年
（
明

治
四
十
一
年
）
、
陸
軍
省
に

よ
る
補
修
工
事
が
行
わ
れ
た
。 

以
後
、
一
九
五
七
年
（
昭
和

三
十
二
年
）
と
、
一
九
八
五

年
（
昭
和
六
十
年
）
か
ら
一 

た
。
「
悔
し
い
け
れ
ど
、
晴

れ
晴
れ
し
い
、
や
り
切
っ
た

感
じ
で
い
っ
ぱ
い
。
こ
れ
が

（
真
剣
勝
負
は
）
最
後
で
す
」

と
語
っ
た
。
北
島
は
５
日
男

子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
で
は
５

９
秒
９
３
の
２
位
に
入
っ
た

が
、
日
本
水
泳
連
盟
が
決
め

た
派
遣
標
準
記
録
（
５
９
秒

６
３
）
の
タ
イ
ム
を
突
破
で

き
ず
、
こ
の
種
目
で
の
代
表

入
り
を
逃
し
、
２
０
０
ｍ
に

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
を
か
け
て

い
た
。
北
島
は
レ
ー
ス
終
了

後
に
現
役
引
退
を
表
明
し「
泳

ぎ
き
っ
た
」
と
語
り
、
優
勝

し
た
小
関
也
朱
篤
、
２
位
の

渡
辺
一
平
が
五
輪
出
場
を
決

め
た
。 

電
力
の
自
由
化 

本
年
四
月
一
日

か
ら
電
気
会
社
の

選
択
が
自
由
化
さ

れ
て
一
ヶ
月
が
経

ち
ま
し
た
。 

朝
焼
け
の
色
を
琥
珀
に
例

え
た
の
は
宮
沢
賢
治
で
あ
る
。 

『
ま
も
な
く
東
の
そ
ら
が
黄
ば

ら
の
よ
う
に
光
り
、
琥
珀
い

ろ
に
か
が
や
き
、
黄
金
（
き
ん
）

に
燃
え
だ
し
ま
し
た
…
』 

窓
明
か
り
、
お
ぼ
ろ
月
、

ひ
れ
酒
、
賢
治
の
朝
焼
け
も

含
め
て
、
琥
珀
色
か
ら
連
想

す
る
も
の
は
様
々
だ
ろ
う
。

暖
か
な
色
合
い
を
し
た
天
然

樹
脂
の
化
石
で
あ
る
。
琥
珀

は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
エ
レ
ク

ト
ロ
ン
」
と
い
う
。
擦
る
と 

 

 
静
電
気
を
帯
び
る
と
こ
ろ
か

ら
「
電
気
」
を
意
味
す
る
英

語
の
語
源
に
も
な
っ
て
い
る
。 

家
計
簿
が
朝
焼
け
で
い
く

ら
か
で
も
暖
ま
る
と
す
れ
ば
、

誰
し
も
歓
迎
だ
ろ
う
。
電
力

会
社
を
〝
選
べ
る
〟
時
代
の

始
ま
り
だ
が
、
何
か
新
し
い

仕
組
み
が
生
ま
れ
る
と
き
は
、

真
っ
先
に
不
届
き
な
輩
（
や
か

ら
）
が
う
ご
め
く
時
世
で
も
あ

る
。
電
力
会
社
の
代
理
店
な

ど
を
装
い
、
購
入
す
る
必
要

も
な
い
電
力
計
や
太
陽
光
パ

ネ
ル
な
ど
を
必
需
品
と
偽
っ

て
売
る
連
中
が
い
る
と
聞
く
。

 

琥
珀
の
な
か
に
は
虎
が
棲

む
。
古
代
中
国
で
は
虎
の
魂

魄
（
こ
ん
ば
く
）
が
地
下
に

潜
っ
て
琥
珀
に
な
っ
た
と
い

う 

５
月
度
行
事
の
予
定 

１
８
日
（水
）グ
ル
メ
の
会 

 

池
袋 

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

ホ
テ
ル 

「
桂
林
」
に
て
、

ラ
ン
チ
を
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
現
地
集
合
で

す
が
、
池
袋
西
口
よ
り
徒

歩
５
分
で
す
。 

 
 

カ
ラ
オ
ケ
会 

２
０
日(

金)

バ
ン
バ
ン
に

て
。
４
月
は
お
休
み
し
ま

し
た
が
、
再
開
し
ま
す
。 

 

麻
雀
大
会 

今
年
度
の
麻
雀
大
会
は
、

６
月
、
１
０
月
、
２
月
の
３

回
の
大
会
を
行
い
ま
す
。 

 

新
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
、
友

の
会
役
員
一
同
も
張
り
切
っ

て
お
り
ま
す
。
本
年
度
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
 
 
 
 

（
事
務
局
長
） 

 

一
八
五
三
年
、
伊
豆
下
田

に
て
築
造
開
始
。
翌
一
八
五

四
年
（
安
政
元
年
）
下
田
に

入
港
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
マ
シ
ュ
ー
・
ペ
リ
ー
艦
隊

の
水
兵
が
敷
地
内
に
侵
入
し

た
た
め
、
築
造
場
所
が
伊
豆

韮
山
に
変
更
さ
れ
た
。
一
八

五
五
年
（
安
政
二
年
）
江
川

英
龍
が
死
去
す
る
と
、
跡
を

継
い
だ
息
子
の
江
川
英
敏
が

築
造
を
進
め
、
一
八
五
七
年

（
安
政
四
年
）
に
完
成
し
た
。 

       

江
川
英
敏
は
、
韮
山
反
射

炉
を
築
造
す
る
に
あ
た
り
、

一
八
五
七
年
、
築
造
途
中
だ

っ
た
北
炉
完
成
の
た
め
に
佐

賀
藩
で
築
地
反
射
炉
・
多
布

施
反
射
炉
の
築
造
に
携
わ
っ 

射
炉
は
、
こ
の
韮
山
反
射
炉

と
萩
反
射
炉
（
山
口
県
萩
市
）

の
み
で
あ
る
た
め
貴
重
な
遺

構
と
さ
れ
る
。
一
九
二
二
年

（
大
正
十
一
年
）
三
月
八
日
に

敷
地
も
含
め
て
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年 

（
平
成
十
九
年
）
経
済
産
業
省

に
よ
り
近
代
化
産
業
遺
産
に

認
定
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇

九
年
、
萩
反
射
炉
な
ど
と
共

に
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産

業
遺
産
群
の
構
成
資
産
と
し

て
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産（
文

化
遺
産
）
暫
定
リ
ス
ト
へ
掲

載
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
に
は

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産 

製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石

炭
産
業
」
と
し
て
正
式
登
録

さ
れ
た
。 

 

歴
史 

一
八
四
〇
年
（
天
保
十
一

年
）
の
ア
ヘ
ン
戦
争
に
危
機

感
を
覚
え
た
韮
山
代
官
江
川

英
龍
は
、
海
防
政
策
の
一
つ

と
し
て
、
鉄
砲
を
鋳
造
す
る

た
め
に
必
要
な
反
射
炉
の
建

設
を
建
議
し
た
。
一
八
五
三

年
（
嘉
永
六
年
）
の
黒
船
来

航
を
受
け
て
、
江
戸
幕
府
直

営
の
反
射
炉
と
し
て
築
造
が

決
定
さ
れ
た
。 

九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
に

か
け
て
大
規
模
な
保
存
修
理

が
行
わ
れ
、
耐
震
補
強
・
煉

瓦
の
風
化
防
止
処
置
な
ど
が

施
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。 

              

韮
山
反
射
炉 

静
岡
県
伊
豆
の
国
市
中
字

鳴
滝
入
に
あ
る
反
射
炉
跡
で

あ
る
。
日
本
で
唯
一
現
存
す

る
実
用
反
射
炉
で
あ
り
、
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
現
存
す
る
近
世
の
反 

表
記
も
あ
っ
た
ら
し
い
。 

家
計
簿
を
暖
め
る
知
恵
は

絞
り
つ
つ
も
、
飢
え
た
虎
に

は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心
あ
れ
。 

２
０
０
４
年
ア
テ
ネ
五
輪

で
競
泳
男
子
平
泳
ぎ
で
２
種

目
連
覇
し
た
北
島
康
介
（
三

三
才
）
が
４
月
８
日
現
役
引

退
を
表
明
し
た
。 

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪

代
表
選
考
会
を
兼
ね
た
日
本

選
手
権
の
男
子
２
０
０
ｍ
の

平
泳
ぎ
決
勝
で
５
位
と
な
り
、

５
大
会
連
続
五
輪
を
逃
が
し 

   

２
０
０
ｍ 

五
輪
新 

「
何
も
言
え
ね
ェ
」 

０
１
２
年
・
ロ
ン
ド
ン
五
輪 

個
人
メ
ダ
ル
を
逃
す
も
メ
ド
レ

ー
リ
レ
ー
で
銀
メ
ダ
ル
。 

こ
れ
が
最
後
の
メ
ダ
ル
で
あ
る
。 

  
 

 
 

 
       

あおい 通信 第 132号 

葵
通
信
―100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

世評・時評 
 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
 

葵
通
信
―100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

 

看
護
師
・
千
葉
え
り
子 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

師
・
千
葉
え
り
子 

韮山反射炉と 
青銅製の大筒 
 

江川英敏 
ジョン万次郎撮影 



 

 

利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

 

な
ん
で
も
落
語
講
座
・
四 

（
続
き
） 

絹
田 

治
夫 

光
陰
矢
の
如
し
と
、
最
早

遠
い
昔
と
な
り
ま
し
た
。
大

正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
の

時
に
は
、
日
本
橋
大
根
河
岸

に
在
り
ま
し
た
。
魚
市
場
を

５
ヶ
年
前
後
、
芝
浦
の
仮
設

市
場
で
営
業
後
、
築
地
の
現

市
場
に
移
転
し
て
現
在
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。
旧
市
場
の

記
念
碑
は
、
現
在
日
本
橋
三

越
デ
パ
ー
ト
の
近
い
所
に
有

り
ま
す
。
移
転
後
、
約
九
十

年
を
経
過
し
て
、
老
朽
化
の

為
に
、
平
成
二
十
八
年
十
一

月
七
日
開
市
を
目
指
し
て
、

現
在
江
東
区
豊
洲
に
新
市
場

の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
然
し
、
高
齢
化
に
伴 

   

く
激
し
く
変
化
し
て
ゆ
き
ま

す
。
加
え
て
環
境
と
健
康
の 

問
題
が
重
視
さ
れ
る
現
代
、

豊
洲
新
市
場
に
は
、
有
毒
化

学
物
質
含
有
に
於
い
て
も
深

刻
な
問
題
が
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
無
難
の
様
に
慎
重

に
建
設
さ
れ
る
事
を
祈
念
致

し
ま
し
て
、筆
を
置
き
ま
す
。 

筋
力
と
呼
吸
法
で 

山
村 

匡
子 

木
ノ
本 

洋
子
（
水
） 

生
け
花
を
や
っ
て
き
ま
し

た
。
身
体
を
動
か
す
の
は
好
き

で
す
。
葵
に
通
所
す
る
よ
う
に

な
っ
て
元
気
に
な
っ
た
ね
、
と

言
わ
れ
ま
す
。
ま
す
ま
す
頑
張

り
ま
す
。 

      稲
葉 

こ
う
（
金
） 

茨
城
出
身
で
、戦
争
の
時
代

は
、
近
く
に
飛
行
場
が
あ
り
、

怖
い
思
い
を
し
ま
し
た
。洋
裁
、

編
み
物
、
お
茶
、
お
花
な
ど
や

り
ま
し
た
。 

  
  

   中
島 

政
江
（
月
、
木
） 

初
め
て
葵
に
来
て
、
皆
様
の

朗
ら
か
な
顔
を
見
て
自
分
も
笑

顔
で
い
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

週
二
回
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。 

 

談
家
な
ど
も
登
場
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
演
目
を
披
露
。
な
お

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
同
年
五

月
五
日
ま
で
毎
日
二
回
ず
つ

開
催
さ
れ
、
盛
況
を
呈
し
た
。 

ふ
わ
ふ
わ
亭 

わ
び
助 

桟
敷
席
が
残
さ
れ
て
い
る
の

は
末
廣
亭
の
み
。 

【
池
袋
演
芸
場
】 

創
業
昭
和
二
六(

一
九
六
四
） 

西
池
袋
一
‐
二
三
‐
一 

『
主
な
特
色
』 

落
語
定
席
の

中
で
は
芸
人
に
割
り
当
て
ら

れ
た
持
ち
時
間
が
最
も
長
い
。

マ
イ
ク
な
し
で
噺
家
の
肉
声

が
聴
け
る
寄
席
。
全
席
椅
子

席
で
九
十
二
席
。
電
車
賃
よ

り
も
安
い
寄
席
。 

【
池
袋
で
十
円
寄
席
開
演
】 

昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）

四
月
二
五
日
、
池
袋
パ
ル
コ

に
於
い
て
「
十
円
寄
席
」
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
れ
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
商
戦

の
客
寄
せ
目
的
の
企
画
の
ひ

と
つ
だ
っ
た
。
売
り
場
を
改

造
し
、
六
十
程
度
の
座
席
を

設
け
た
。
舞
台
に
は
若
手
落

語
家
の
ほ
か
、
漫
才
師
や
漫 

  

都
内
の
主
な
演
芸
場 

【
上
野
鈴
本
演
芸
場
】 

創
業
明
治
四
（
一
八
五
七
） 

上
野
二
‐
七
‐
十
二 

『
主
な
特
色
』 

落
語
協
会
所

属
の
芸
人
が
出
演
す
る
落
語

の
定
席
。
都
内
定
席
の
中
で

唯
一
昼
夜
入
れ
替
え
制
を
と

っ
て
い
る
。
江
戸
期
の
開
業

で
、
現
存
す
る
寄
席
で
は
最

古
の
歴
史
を
持
つ
。
椅
子
席

三
百
席
。 

【
新
宿
末
廣
亭
】 

創
業
明
治
三
十
（
一
八
九
七
） 

新
宿
三
‐
六
‐
十
二 

『
主
な
特
色
』 

落
語
協
会
と

落
語
芸
術
協
会
の
定
席
。
椅

子
席
お
よ
び
畳
敷
き
の
桟
敷

席
を
併
せ
て
三
百
二
十
五
席
。 

  

る
。
「
つ
ま
ん
な
い
人
生
を

送
っ
て
る
な
あ
。」
と
思
っ
て

し
ま
う
。
先
日
、
近
く
の
公

園
を
歩
い
て
い
る
と
、
老
夫

婦
と
出
会
い
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
た
。
色
々
な
会
話

の
中
で
、
も
う
す
ぐ
百
才
で

す
よ
と
教
え
て
下
さ
っ
た
。

別
れ
る
と
き
、
彼
女
は
こ
う

言
っ
た
「
お
幸
せ
に
」
な
ん

て
す
て
き
な
言
葉
だ
ろ
う
。

何
だ
か
い
い
事
あ
り
そ
う

で
、
胸
を
弾
ま
せ
、
帰
路
に

就
い
た
。 

 

い
市
場
業
務
の
機
械
化
と
同 

時
に
ス
ピ
ー
ド
化
が
進
め
ら

れ
て
ゆ
く
で
し
ょ
う
。
現
に

花
の
市
場
業
務
は
十
年
程
前

か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ

れ
た
セ
リ
業
務
が
行
わ
れ
て

居
り
ま
す
。
市
場
業
務
は
深

夜
か
ら
午
前
中
迄
が
一
般
的

労
働
形
態
で
す
。
従
っ
て
若

年
者
が
急
減
し
て
居
り
、
今

後
益
々
深
刻
な
テ
ー
マ
と
な

る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
当
面

の
課
題
は
ア
ク
セ
ス
の
問
題

で
す
。
現
在
、
新
橋
駅
、
有

楽
町
駅
、
東
京
駅
等
か
ら
都

バ
ス
が
利
用
さ
れ
、
地
下
鉄

大
江
戸
線
、
有
楽
町
線
、
日

比
谷
線
等
が
利
用
さ
れ
極
め

て
至
便
で
す
。
が
、
新
市
場

の
豊
洲
は
新
橋
駅
か
ら
ゆ
り

か
も
め
小
型
電
車
、
都
バ
ス

と
有
楽
町
線
の
新
木
場
駅
乗 

  

さ
ん
が
最
後
の
バ
イ
タ
ル
チ

ェ
ッ
ク
を
し
た
時
、
血
中
の

酸
素
量
が
９
７
％
な
の
を
見

て
、
あ
と
１
％
あ
が
れ
ば
元

通
り
…
と
言
い
、
深
呼
吸
し

て
ご
覧
…
と
言
う
の
で
深
呼

吸
す
る
と
目
盛
が
９
８
％
に

な
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
ハ
ッ

と
気
が
付
い
た
。 

私
は
こ
の
四
月
で
、
葵
に

通
所
十
二
年
目
に
な
る
。
今

で
こ
そ
椅
子
で
体
操
し
て
い

る
が
、
私
は
葵
の
マ
ッ
ト
体

操
第
一
号
。
入
所
し
て
す
ぐ

に
マ
ッ
ト
体
操
に
取
り
組
み

満
十
一
年
、
曲
り
な
り
に
筋

力
を
保
持
し
て
き
た
。
そ
の

上
、
呼
吸
法
を
社
長
か
ら
教

え
て
頂
き
、
今
は
朝
の
体
操

の
「
四
呼
間
吸
っ
て
七
つ
息

を
止
め
、
八
呼
間
で
ゆ
っ
く

り
吐
く
」
深
呼
吸
を
す
る
習

慣
が
で
き
た
。 

そ
れ
ま
で
悪
運
が
強
い

(

！)

と
思
っ
て
い
た
の
は
、

十
一
年
間
で
培
っ
た
筋
力

と
、
深
呼
吸
で
酸
素
量
が
あ

る
程
度
高
い
お
蔭
だ
と
判
っ

た
の
だ
。
葵
で
マ
ッ
ト
体
操

と
呼
吸
法
に
出
会
わ
な
か
っ

た
ら
、
私
は
も
う
こ
の
世
の

中
に
い
な
か
っ
た
か
も
…
。 

り
換
え
ゆ
り
か
も
め
小
型
電

車
で
す
、
将
来
的
に
は
路
線

の
増
設
、
増
便
の
建
設
が
有

る
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
間
の

何
年
間
は
大
変
な
経
営
の
損

失
が
発
生
す
る
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
伴
っ
て
業
者
の
営
業

に
も
、
大
き
な
影
響
を
与
え

る
と
心
配
を
致
す
と
こ
ろ
で

す
。
築
地
市
場
は
東
京
一
千

二
百
万
人
の
台
所
の
み
な
ら

ず
、
首
都
圏
四
千
万
人
の
台

所
を
支
え
て
お
り
ま
す
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
も
国
の
事
業
と
し
て
重

要
と
思
い
ま
す
が
、
主
と
し

て
東
京
を
中
心
と
し
て
の
、

特
に
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
が
、
新
市
場
の
機
能
は
百

年
の
計
を
基
に
計
ら
れ
る
事

業
で
あ
る
と
私
は
主
張
し
て

参
り
ま
し
た
。
時
代
は
大
き 

し
て
い
る
の
は
海
水
だ
。
ウ

ミ
ガ
メ
は
海
中
で
食
事
を
摂

る
。
其
の
時
エ
サ
と
一
緒
に

海
水
も
取
り
込
ん
で
し
ま
う

の
だ
が
、
人
間
同
様
、
塩
分

が
溜
ま
り
す
ぎ
る
と
、
体
に

良
く
な
い
。
そ
こ
で
取
り
込

ん
だ
塩
分
を 

目
か
ら
排
出 

し
て
い
る
の 

で
あ
る
。 

            

去
る
三
月
十
七
日
午
後
二

時
頃
、
急
な
吐
血
と
下
血
で

阿
佐
谷
の
河
北
病
院
に
救
急

搬
送
さ
れ
、
一
か
月
以
上
連

続
し
て
服
用
し
て
は
い
け
な

い
強
い
痛
み
止
め
使
用
で
の

胃
潰
瘍
と
診
断
さ
れ
た
。
今

ま
で
も
強
い
薬
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
を
何
回
か
経
験
し
た
が

改
め
て
薬
の
怖
さ
を
知
っ
た
。 

潰
瘍
は
軽
く
て
、
八
日
目

に
退
院
が
決
ま
り
、
看
護
師 

  

あ
お
い
俳
壇
・
歌
壇 

幾
年
も 

桜
木
の
元 

集
い
し
た 

兄
の
面
影 

靖
国
の
杜
（
も
り
） 

麻
生
伊
登
子 

北
へ
北
へ 

羽
根
打
ち
振
り
て 

白
鳥
は 

大
空
の
弦 

か
き
鳴
ら
し
ゆ
く 

雪
囲
い 

解
い
て
解
か
れ
し 

心
か
な 福

山 

淳
一 

今
年
又 

生
き
て
花
み
る 

悦
び
は 

人
に
も
増
し
て 

嬉
し
か
り
け
り 

き
び
し
さ
に 

耐
え
し
桜
よ 

今
年
亦 

彩
（
い
ろ
）
濃
く
咲
き
て 

人
を
和
（
な
ご
）
ま
す 

高
橋 

カ
ツ 

春
の
夜 

夫
（
つ
ま
）
と
眺
め
る 

朧
月 

桜
散
る 

花
び
ら 

踏
ま
ず
通
る
道 

君
子
蘭 

鉢
を
動
か
す 

ち
か
ら
な
し 相

田
美
代
子 

あ
い
さ
つ
は
素
晴
ら
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
互

い
に
安
心
感
が
生
ま
れ
る
。

希
薄
に
な
っ
た
近
所
づ
き
あ

い
も
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
。」
と
笑
顔
で
言
え
ば
、
た

い
て
い
返
し
て
く
れ
る
。
こ

の
人
は
こ
ん
な
声
な
ん
だ
、

こ
ん
な
表
情
を
す
る
人
な
ん

だ
と
気
付
く
。
も
ち
ろ
ん
、

あ
い
さ
つ
を
し
て
も
、
そ
っ

ぽ
を
向
い
て
し
ま
う
人
も
い 

ウ
ミ
ガ
メ
は
産
卵
中
、
泣
い

て
い
る
の
で
は
な
い 

ウ
ミ
ガ
メ
は
産
卵
中
に
涙

を
流
す
と
い
う
ド
ラ
マ
テ
ィ

ッ
ク
な
話
を
耳
に
す
る
が
、

実
は
彼
女
た
ち
が
目
か
ら
流 

雑
学
館 

       

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
 

挨
拶
で
笑
顔
と
幸
せ
を 

島
田 

㐂
江 

   

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

 

築
地
市
場
の
歩
み 

関
口 

敏
幸 

 


